
今年度も、社会教育の推進と情報の共有化、学校・家庭・地域の教育力の向上を図るため、「県
南社教ＴＩＭＥＳ」で県南域内の社会教育の取組状況を発信していきます。
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

家庭・地域の教育力の向上
子どもたちの豊かな心をはぐくむ

生涯学習推進による人づくり
体験活動の充実

１ 学校・家庭・地域連携サポー １ 子どもがふみだす体験活動応援事業 １ 域内の社会教育研修体制

ト事業の充実 の推進 の充実

・地域連携協働研修会 ２ ふくしまの未来をひらく読書の力プ ・社会教育研修会、公民館

・地域連携担当教職員等研修会 ロジェクトの推進 訪問の充実

・地域学校協働本部事業 ・読書活動支援者育成事業研修の充実 ・自主的研修組織の立ち上

２ 地域でつながる家庭教育応援 ・「ビブリオバトル」の推進 げ

事業の推進 ３ “ひがししらかわ”輝くふる郷体験 ２ 市町村・社会教育関係団

・家庭教育支援プログラム及 事業の充実 体への積極的支援

び親子の学び応援講座の実施 〔東白川郡内小学校９校対象〕 ３ 社会教育・文化活動の積

・家庭教育応援企業推進活動 ・各学校１回以上の訪問実施 極的顕彰

・家庭教育支援者地区別研修 ・各部局との連携による体験 ４ 地域と学校の協働連携の

・ふくしまを十七字で奏でよう 事業への助言及び支援 しくみづくり

絆ふれあい支援事業

「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業」大募集！
―趣旨をご理解の上、すべての家庭への参加の呼びかけをお願いします―

共通の体験をもとに、子どもと大人がそ
れぞれの立場からの思いを十七字で表現す
る「十七字のふれあい事業」。各学校等の
絶大なご協力のおかげで、今ではすっかり
県南域内に定着し、毎年県内でナンバーワ
ンの作品応募数を誇っています。
この事業は、平成２９年度から「絆部門」

「復興部門」の二部門になり、それぞれの
部門ごとに、１作品ずつ応募することがで
きます。
なお、昨年度から「ふくしま応援部門」

が新設されました。これは、県外の方が対
象で、ふくしまへのエールを込めた作品を
募集します。
今年度も、幼・小・中・高校生からのた

くさんの応募をお待ちしていますので、各
学校でのご協力をお願いします。
（募集要項等の詳細は、市町村教育委員会
を通じてすでに送付されています。）

 

 ～夢と希望をはぐくむ県南の教育～ 

令和元年度県南教育事務所社会教育の重点取組



『家庭教育支援プログラム』
ＰＴＡ行事や家庭教育研修会などの講師を紹介します。

今年度も、市町村教育委員会をとおして、幼稚園と各学校に
「家庭教育支援プログラム」を配布しました
「親子の体験活動」「親の学び講座」などの講師を紹介するシ

ステムです。昨年度も、ＰＴＡ教養委員会や学年行事等で積極的
に活用していただいています。誰に講師を頼むか困ったときは、
気軽に県南教育事務所にお問い合わせください。

「地域学校協働研修会（全県）」事例発表
おのだなかよし教室（白河市）の事例発表 ･･･６月３日（月）郡山市労働福祉会館
この研修会で、昨年度「文部科学大臣表彰」を受賞した３団体が全県研修

で事例発表を行いました。おのだなかよし教室は、子どもの自主性・協調性

を育み、社会性を伸ばすため、４つの約束を守るよう指導しています。発表

では、学習支援・室内遊び・スポーツ活動を中心とした日常の活動、季節ご

との日本の伝統的な行事（七夕、お月見様、団子さしなど）、ちぎり絵の制作

と文化祭への出品、校舎内へのちぎり絵やお便り等の掲示、保護者懇談会で

の児童の安全管理、登下校の見守り活動など多岐にわたる活動を映像を使っ

てわかりやすく説明しました。県内各地からの参加者は、放課後子ども教室

の創意工夫ある取り組みを聴き、大変参考になったと好評でした。

“ひがししらかわ”輝くふる郷体験事業
過疎・中山間地域連携事業の一環として、東白川郡内全小学校で実施しています。地域の人材を活用した体

験活動を通して、地域のよさを再発見して、次代を担う人材を育成します。

今年度も、各学校で地域の皆様のご指導による体験活動を実施しています。「地域の人材活用」「本物の体験

活動」「地域の方との交流」などにより、郷土を愛する心を育むとともに、地域人材の智恵に学びながら、人と

人、人と地域の絆を大切にする豊かで優しい心を育成していきます。

稲作体験：田植え(5/10) さつまいも苗植え(5/25) 花の苗植え(6/7)
【塙小学校】 【高野小学校】 【社川小学校】

研修会のご案内

『読書活動支援者育成事業（地区別研修）
◇日 時 ７月８日（月） １０：００～１５：３０

◇会 場 棚倉町立図書館

◇内 容 ・行政説明 「本県の子ども読書活動推進事業についての紹介」 【県教育庁社会教育課 太田 徹 社会教育主事】

・講 義 「読書で磨く思考力・表現力」 【県南教育事務所 加藤真理子 指導主事】

・講義・演習「文庫で出会った子どもたち」~42 年間の活動を通して~ 【まつお文庫（仙台市） 主宰 松尾 福子 氏】

・情報交換

◇申込先 県南教育事務所（６／２７まで）


